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当院においてB細胞性リンパ腫の治療を受けられた方

およびそのご家族の方へ

－「B細胞性リンパ腫における同一個体内腫瘍不均一性の解明研究」へご協力のお願い一

研究機関名およびその長の氏名： 小野憲昭

研究責任者： 今井利

1）研究の背景および目的

近年、性質の異なる複数の腫瘍細胞が1人の体内に共存する、腫瘍内不均一性の存在が注目されており、

治療効果に影響することがわかってきました。この研究ではB細胞性リンパ腫の組織や細胞を調べ､腫瘍内

不均一性や腫瘍を取り巻く環境を明らかにすることを目的としています。

2）研究対象者

2010年1月1日から研究機関の長の許可日までに、岡山大学病院または共同研究機関でB細胞性リンパ

腫と診断され複数部位の生検を実施された方､200名を研究対象とします。高知医療センターにおいては、

B細胞性リンパ腫と診断され、複数部位の生検を実施された方約5名を研究対象とします。

3）研究期間

研究機関の長の許可日～2030年12月31日

試料・情報の利用または提供開始予定日：研究機関の長の許可日から1週間後

4）研究方法

岡山大学病院または共同研究機関でB細胞性リンパ腫と診断され､複数部位の生検を実施された方で､研

究者が診療情報をもとに臨床データや、診断(再発時含む)の時にされた生検検体の残りや病理解剖時に採

取した検体の残りを用いて、遺伝子やタンパク質の異常に関する分析を行い、B細胞性リンパ腫における同

一個体内腫瘍不均一性について調べます。既存試料・情報の提供のみを行う機関として、紹介元の施設から

試料や情報を得る可能性があります。

5）使用する試料

この研究に使用する試料として、すでに保存されている腫瘍組織の余りを使用させていただきますが、氏

名、生年月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し使用します。また、あなたの情報が漏洩しない

ようプライバシーの保護には細心の注意を払います。＄

6）使用する情報

この研究に使用する情報として、年齢、性別、変換ID，血液検査・画像検査・病理検査結果等、治療薬

などの内容､転帰情報､生存確認などカルテから診断に関する情報や治療経過の情報を抽出し使用させてい

ただきますが、氏名、生年月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し使用します。また､あなたの

情報などが漏洩しないようプライバシーの保護には細心の注意を払います。
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